前半規管系抑制性前庭頸細胞の性質 by 平沼 健 et al.
一　668　一 東京医科大学雑誌 第48巻第5号
7
腹壁筋運動ニューロンにおける呼吸性シナプス
電位の解析
8
前半規管系抑制性前庭頸細胞の性質
（生理学第二）
（麻酔科）
佐々木誠一一、今川美登里、
内野　善意
内野　博之、三宅　有
（精神医学）○平沼　健　　三浦　四郎衛
（生理学第二）内野　善生
　腹壁筋は呼吸機能に関して呼息筋として働き呼吸
運動に関与する。これまで腹壁筋運動ニューロンに
吸息期、呼息期にどのようなシナプス電位が発生し
ているかは知ちれていない。また延髄に存在する呼
吸性二za・一目ンとのシナプス結合様式も明らかでな
い。本研究ではネコ上部腰髄（L1～L3）に存在
する腹壁筋運動ニューロンより細胞内記録し、呼吸
性シナプス電位を解析した。さらに延髄呼吸性ニュ
ーロンとの接続を調べるために尾側延髄呼息性ニュ
ーロンの細胞外スパイクを記録し、微小電流刺激法
によって得ちれた逆行性スパイクを指標にして、軸
索側枝の分布を上部腰髄において調べた。実験には
ネンブタール麻酔下のネコを用い、不動化して人工
呼吸下で実験を行った。腹壁筋運動ニューロンは腹
壁筋を支配する筋枝を電気刺激し、誘発された逆行
性スパイクによって同定した。その結果、膜電位は
呼吸性リズムを持ち、吸息相で過分極性電位となり、
呼四相で脱分極性電位を示した。吸息相に発生する
過分極性電位は塩素イオンの注入によっても変化せ
ず、抑制性シナプス後電位（IPSP）の関与がないか、
あっても極めて弱いことがわかった。呼息相に発生
する興奮性シナプス後電位（［PS円の起源を調べるた
めに尾側延髄呼息性ニューロンの上部腰髄における
軸索側枝の分布様式を調べた。軸索側枝は脊髄の長
軸方向に1～2　mmの比較的狭い範囲に分布し、灰自
質第W層、第W層、第IX層に見い出された。以上の
結果より、腹壁筋運動ニューロンには呼息相に［PSP
が発生し、吸息相に記録される過分極方向の電位は
主に脱促通によるものと考えちれる。さらに尾側延
髄呼息性ニューロンは腹壁筋運動ニューロンの存在
する上部腰髄に軸索側枝を派生し、呼息相に記録さ
れるEPSPの少なくとも一部は延髄呼息性ニューロン
に由来すると結論された。
　前庭頸反射は頭頸部の運動時、頭の位置や姿勢
を自動的に制御する反射機構の一つで、この障害
は平衡障害やめまいの原因となる。今回、この反
射機構の内、前半規管系抑制反射に関与するニュ
ーロン機構について検討した。
　前半規管神経を電気刺激すると、頸部屈筋であ
る両側酔興筋と同側胸鎖乳突筋の運動ニューロン
に2シナプス性抑制性シナプス後電位（IPSP
）が発生する事が麻酔したネコで確かめられた。
得られた2シナプス性IPSPの潜時は1．5～
2．8msであった。このIPSPを発生させる
抑制性介在ニューロンは2群に分かれる。一群は
同側の内側前庭脊髄路を、他群は対側の内側前庭
脊髄路を下行し標的運動ニューロンとシナプス結
合していた。両群の抑制性介在ニューロンは前庭
下核吻側に多く、一部は内側核・外側核腹側に存
在していた。
　興奮性前庭頸細胞は頸部運動ニューロンを直接
支配すると共に、上行枝を持ち外眼筋運動ニュー
ロンも支配する事が、今迄の我々の研究で明らか
となっている。今回調べた前半規管入力を受ける
抑制性前庭間細胞は上行枝を持たず、外眼筋運動
ニューロンを抑制性に支配する前庭動眼細胞とは
別であった。抑制性前庭頸細胞の軸索分枝様式は
興奮性前庭頸細胞のそれとは明らかに異なってい
た。インパルス・PSP相関法で調べたところ、
前半規管系抑制性前庭頸細胞は、標的運動細胞の
細胞体あるいは樹状突起起始部にシナプス結合し
ていた。又、単一抑制性細胞が頸部屈筋運動ニュ
ーロンに発生させるIPSPの振幅は、約40μ
Vであった。
（当発表は、Exp．Brain．Resに印刷
中である。）
（7）
